
科目名称 成人看護学方法論Ⅲ （回復期） 
学年学期 単位数 時間数 

２学年後期 1 ３０ 

担当教員 青野利恵   幸田陽司  石山久司 
授業に関わる 

実務経験 

■ 有 （ 看護師 ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

 健康の流動性の中で、身体的不均衡・心理的不安定状態・社会的葛藤に至った患者に対して、健康の回復を支援す

るための知識を習得する。自立と依存のバランスを考えながら、セルフケアの回復を支援する援助とそれに関わる他職

種との協働について学ぶ。 

 

【2】 学習目標 

障害を持つ患者に対するリハビリテーションと看護の役割が理解できる。 

１．回復期にある患者を身体的・心理的・社会的側面を統合してとらえることを理解できる。 

２．疾患の程度と健康障害に応じ、機能回復・残存機能維持のための科学的根拠に基づいたリハビリテーションの 

援助について理解できる。 

３．社会復帰に向けた社会資源の活用、他の医療従事者との協働の必要性を理解できる。 

 

【3】 第 2看護学科ディプロマポリシーとの関連性 

■ １．生活者としての人間の理解 

■ ２．人間の生命、尊厳、権利を尊重した判断・行動 

■ ３．多様な価値観、共感的態度、倫理に基づいた看護実践 

■ ４．科学的根拠に基づいた看護実践 

■ ５．多職種との連携・協働 

■ ６．地域医療の理解と生活の支援 

■ ７．自己の資質向上のための主体的な学び 

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 講師 

1 
リハビリテーション看護の考え方 

障害者施策の変遷と倫理的問題 
講義 

青野利恵 

 

2 経過別リハビリテーション 講義 

3 リハビリテーションを必要とする人々への看護援助 講義 

 4 

5 
疾患別リハビリテーション看護 

①脳卒中により片麻痺のある対象の看護 
講義 

6 
疾患別リハビリテーション看護 

②脊髄損傷を負った対象の看護 
講義 

7 
疾患別リハビリテーション看護 

③下肢切断を余儀なくされた対象の看護 
講義 

8 

疾患別リハビリテーション看護 

④大腿骨近位部骨折を負った対象の看護 

⑤喉頭がんで代用発生を余儀なくされた対象の看護 

講義 

9 

生活機能障害別リハビリテーション看護 

①嚥下障害がある人の看護 

②排泄機能障害がある人の看護 

講義 

10 
生活機能障害別リハビリテーション看護 

③言語機能障害がある人の看護 
講義 

11 脳・神経機能障害のある患者の看護 演習 幸田陽司 

12 リハビリテーション概論  急性期～回復期の患者の看護 講義 石山久司 

13 
生活機能障害別リハビリテーション看護 

④高次機能障害がある人の看護 

講義 

 

青野利恵 

14 

生活機能障害別リハビリテーション看護 

⑤視覚障害がある人の看護 

⑥聴覚障害がある人の看護 

講義 



15 筆記試験・まとめ   

 

【5】 評価方法 

科目評価は、筆記試験、レポート内容、出席状況、受講態度等で総合的に評価する。 

 

【6】 教科書 

川村雅文：系統看護学講座  専門分野 成人看護学(2) 呼吸器 第 15 版 医学書院 2023 

 吉田俊子：系統看護学講座 専門分野 成人看護学(3) 循環器 第 15 版 医学書院 2023 

南川雅子：系統看護学講座 専門分野 成人看護学(5) 消化器 第 15 版 医学書院 2023 

井手隆文：系統看護学講座 専門分野 成人看護学(7) 脳・神経 第 15 版 医学書院 2023 

今井亜矢子：系統看護学講座 専門分野 成人看護学(8) 腎・泌尿器 第 15 版 医学書院 2023 

田中栄：系統看護講座 専門分野 成人看護学(10) 運動器 第 15 版 医学書院 2023 

武田宣子：系統看護学講座 別巻 リハビリテーション看護 第 6 版 医学書院 2023 

 

 

【7】 参考書 

 

安酸史子：ナーシング・グラフィカ 成人看護学(3) セルフマネジメント 第 4 版 メディカ出版 2022 

安酸史子：ナーシング・グラフィカ 成人看護学(1) 成人看護学概論 第４版 メディカ出版 2021 

酒井邦子： 看護学テキスト リハビリテーション看護 改訂第 3版 南江堂 

 

 

 

【8】 受講生へのメッセージ 


